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脂質ペルオキシラジカルスカベンチャー能を
有するフェロトーシス抑制剤

臨床使用可能な既存薬にフェロトーシス抑制効果を確認

フェロトーシスは脂質の過酸化が誘因となって引き起こされる細胞死の一
種で、急性臓器障害や神経変性疾患などへの関与が注目されている。
発明者らはかぜ薬や抗菌薬など一般的に使用される薬の中からフェロトー
シスを抑制する作用を有する候補薬を複数特定した。
候補薬は以下の通りである。
プロメタジン、オメプラゾール、インドール-3-カルビノール、リファンピシン、
カルベジロール、プロプラノロール、エストラジオール、甲状腺ホルモン

これらの薬剤は、腎臓や肝臓の組織障害を軽減することが確認されており、
フェロトーシスが関与する様々な疾患の治療への応用が期待できる。

概要

 心臓や腎臓の虚血再灌流障害、脳卒中等の虚血性疾患の治
療薬

 ALS、パーキンソン病、アルツハイマー病、ハンチントン舞踏病など
の神経変性疾患の治療薬

 脂肪性肝炎、慢性閉塞性肺疾患などの治療薬
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株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら
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